










イギ リス19世紀後半 の美術 陶器運動
ミントン社の美術陶器製造を通 して

















19世紀 イギ リスには,デ ザイ ンの諸 問題 に対 す る思想 的,組 織 的,実 践 的 な取 り組 みに お
いて,先 進 的活 動をみ ることができる。 と りわけ,19世紀後 半 は,日 常 の製 品 のデザ イ ン面
で様 々な展 開 がみ られ た時期 であ る。1870年代 に現 れ 出 した美 術 陶器運 動(ArtPottery
Movement)は,陶磁器製造 におけるその一側面 を示す もので あ る。 美術 陶器 とは,一 般 に
1870年代 か ら1930年代 にかけて,ア ーッ ・ア ン ド・クラフッ運動 の精神 を基 に,あ るいは,
製品 に 「美術」 性を求 めた唯美主義的気運 に応 じて作 られた陶磁器の ことを指 し,主 にその装
飾性 に重 きを置いた手づ くりの製 品,ま たは,工 場生産 の一部で比較的手間をか けて製造 され
た製品が これ に当た る')。製造組織 には第1章 に分類 す るように様 々な タイプの ものが存在 し
ていたが,本 稿で は,後 者 の中で,「美 術陶器」 と銘 打 って,そ れをっ くる工房 と して 開設 し
た ミン トン社 の美術陶器工房(MintonArtPotteryStudio)を中心 とす る製造活 動 を一 事
例 と して,美 術陶器運動の様相 を考察 す ることに したい。 これまで,産 業 にお ける唯美主義的
側面 を明 らか にす るた めに,当 時 の い くっ か の代 表 的製 陶会社(Mintons,Maw&Co.,
Craven,Dunihill&Co.等)を対象 に,美 術 陶器製 品の特性 を考察 した ことがあ る2)。今 回
は,そ う した大手製造業者の全般 的動 向をふまえた上 で,美 術陶器 デザイ ンの現存 す る全 デー
タを集め ることがで きた ミン トン社 に対象 を絞 り,組 織 内容 をよ り具体的 に明示 し,収 集 した
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デザイン原画等の全データをデザイン的側面から分析を行 うことにする。 また,対象 とす るミ
ントン社は,大手製陶業者の中では,1871年という最 も早 い時期に美術陶器製作専門の工房





織が,前述のような製品特性のある陶磁器を作 り出 していった19世紀後半から20世紀初頭 に
かけての一現象 と言える。 この時期は,陶磁器のみならず,日常の物品に対 して強い美的関心
を示 し,それに 「美術」性を求める傾向があった。その根幹には,生活の中の美を唱えたウィ
リアム ・モ リスと彼の思想を継承 したアーッ ・アンド・クラフッ運動,産 業製品 と美術の融合
を検討 した行政からのデザイン改革運動3),そして,従来からの様式尊重主義ではな く,自 由
な表現によって美的効果を重視 しようとする唯美主義的思想をもったデザイナーたちの活動等
があり4),また一方で,当 時の中心的消費者層である中産階級の 「美術」的物品 を欲する強い
願望があった。こうした状況は,美的価値を求めるという意味で広 く唯美主義の現象 と捉える
ことができる。当時,こ のような美的関心からものの製作に携わった組織 には様々なタイプの
ものが存在 していた。製陶組織を例に,そ の製作内容か ら検討すると,次の3っ のタイプにそ
れ らを分類することができる。1っ は,アーッ・アンド・クラフッ運動の精神 に則 り,素材 と
装飾との関わ りや製造工程を重視 した小規模な制作工房,2っ めは大手製陶会社から素焼 きの
本体のみを購入 し,注文に応 じて,あ るいは,その組織独自のデザインでそれに装飾を施す装
飾工房,そ して,3っ めが大手製陶会社が新部門として開設 した美術陶器工房である。第1の
例 として は,マーティン・ブラザーズ(MartinBrothers)があげられ,活 動内容において
はアーッ ・アンド・クラフッ運動の精神に近い5)。彼 らは,1873年頃工房を設立 し,一 品生産
を中心とする妬器を制作 していた。第2の 例としては,シ ンプソ)〃商会(W.B.Simpson&
Sons)がある。 これは,1833年に室内装飾業者 としてロンドンに発足 した会社 であったが,
1873年までには,`ArtTilePainters,'`ArtGlassPainers'という看板 を掲 げて,モ ー社





















と国民の趣味を養い育てる目的で設 立されたものである。 これ らの教育 ・文化機関が建ち並ぶ
サウス ・ケンジントンという地区は,1851年のロンドン万国博覧会が開催されたハイ ド・パー
クと隣接 し,政府の改革運動のメンバーでもある博覧会 コミッショナーが,博 覧会終了後は学
術 ・文化の場に発展させていくことを意図 した所である。 ミントン社の美術陶器工房は,同 じ
く博覧会のコミッショナーが,製造業者の中でも主導的位置にあり,博覧会でも多 くの賞を獲
得した同社に対 し,デザイン学校の学生を雇用する工房をサウス ・ケンジントンに開設するこ
とを求め,設立に至 ったものである。従 って,政府の改革運動は,単 に学術的能力を育成する
場の形成ばかりでなく,それを実践する場の形成 も構想 していたわけである。しかし,それは
単に政府か らの一方的な構想にあるのではな く,それに至 らしめる ミントン社の下地的な活動
が,工 房設立以前 に形成されていたことを強調 しておかなければな らない。 それは1865年に
開始 されたサウス・ケンジントン・ミュージアムの増築工事にみることができる。 この増築に
おいて ミュージアムには,軽食堂ができ,そ の一部であるグリル ・ルームは,画家でデザイン
学校の校長 も勤めたエ ドワー ド・ポインター(EdwardPoynter)によってデザインされ,
壁面のタイルは,ミ ントン社の素焼き本体にデザイン学校の女子学生が絵付けを して完成 した





れた図案を基に,彼 らが直接,あ るいは,そ の図案に従って,デ ザイン学校の学生や卒業生が
装飾を施す という方式がとられていた。従って,グ リル ・ルームのプロジェク トのような製作
方式がこの工房の原型になっていると言える。通常,美術陶器運動 は,アーツ ・アンド・クラ
フッ運動や唯美主義運動の延長 として捉えられ,特 に,先 に分類 した ミントン社を含む第3の
タイプの製造業者の活動は,時代の動向を商業ベースにのせるような形で 「美術」製品を普及
させたもの として取 り上げられている7)。しか し,ミントン社の美術工房の設立経緯を検討す








まず,製 作主任(ArtDirector)には,画家 ・イラス トレーターとしても活躍 していたウィ
リアムS,コールマン(WilliamStephenColeman)が工房開設と同時に就任 し,彼 が退任
する1873年から火災で工房が閉鎖する1875年まで,マ シュウ ・エルデン(MatthewElden)
が担当 している。制作主任に関 しては,第4章3節 で後述するように,後の時代までコールマ
ンの影響が強かったことか ら,彼を中心に取 り上げることにする。コールマンは,博物学者で






マンによる指導は,そ の典型例である。従 って,コ ールマンの指揮下で運営されたミントン社
の美術陶器工房は,極 あて政府の教育機関的色彩の強い糸:;造 であったと言える。
他の製作 スタッフには,ク リス トファー ・ドレッサー(ChristopherDresser)らのよう
な著名デザイォーが 自由契約で仕事を しており,多 くのデサインを提供 していた。それ以外に
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は明 らかなだけでも70名以上の専属スタッフが存在 してお り,それ らの職種を調べてみ ると,










労働であるか ら男性の仕事,装 飾は軽作業であるか ら女性の仕事という性差による体力的観点
か ら形成 された考えでもあるが,装飾という作業に対する女性の能力への関心が当時高まって
いたのも事実である。1872年「アー ト・ジャーナル』誌には次のような記述がある。 「陶磁器
の絵付けほど,女性的で理想的な芸術的作業 はないであろう。花や鳥,美 しい風景,そ して,




ていた13)。そうした女子の受け皿 として,ミ ントン社の工房 は,製造業 と言えども,工場地帯
とは遠 く離れた文化的地域であるサウス ・ケンジントンに位置 していたし,工房自体も前述の
ように衛生環境において考慮された ものであったことから,好 ましい環境であったと考え られ
る。「アー ト・ジャーナル』誌にもミントン社の美術陶器工房についてち具体的に次のように
記述 されている。「20人から25人の,教育を受けた良家の女性たちが,品 位をそこね ることの
ない,有 益で整った環境に雇い入れ られている。」19)
美術陶器工房は,デザイン学校との結びっ きが強 く,そこでの教育成果を実践 していくとい
う意味で,政 府のデザイン運動を具現化す るものであった。また,美術陶器 は,その需要層と






析を進める。現存する資料は,次 の①②③の3つ のタイプに分けることがで きる。
①デザイン原画:909点の原寸大デザイン原画is)
②デザイン画帳:ロ ンドン工房でのデザインを縮小 して描 き留あた画帳16)
③写真帳:タイルを中心 とした製品の写真やデザイン原画が貼られているファイル'7)
資料③には,そ の最初の頁に,ロ ンドンの工房の閉鎖後は,美術陶器は本拠地ス トークで製造
され,写 真帳にはロンドンの美術陶器の続 きとして,ス トークで作成 した 「アー ト・タイル」
のデザインをファイルするという旨の文章が記されている。従 って,ミ ントン社の美術陶器製
造は,製作された場所の地名をとって,ロ ンドン時代とス トーク時代に分けることができる。
両時代の年代にっいては,前者 は1871年から火災で工房が閉鎖す る1875年までと確定す るこ
とができるが,後 者に関 してはいっまで美術陶器としての製造が続 けられていたかは定かでは
ない。これまで19世紀後半を中心としたタイル ・デザイ ンを分析 し,そ の文様表現か ら時代
区分を試みたことがある18)。それによれば,ア ー ト・タイルとされるデザインがみられるのは
1870・80年代が中心で,次 の時代の表現特徴であるアール ・ヌーヴォー様式のデザインが出
て くるのが1890年代中葉であった。資料③が 「アー ト・タイル」 と して ファイルされて いる
ことと,そのファイルにはアール ・ヌーヴォー様式のデザインがみられないことから,少なく
とも1890年代中葉以前のものと言 うことができ,ス トーク時代 は初めは1875年,その終わ り
はおよそ1880年代末か ら1890年代初頭まで と設定することができる。以下,こ れ らの資料を
基に分析を進あるが,ロ ンドン時代の資料に関 しては,作品番号,品 目,装飾の内容記述 とい
う形で,既 にミントン・ミュージアムがデーター化 している19)。本論ではそのデータに加え,










順位 品 目 数 順位
1
品 目 数
1 陶板(plaque) 192 7 ボ トル(bottle) 1s
2 タイ ル(tile) 144 8 鉢(seau) 13
3 扁壺(flask) 82 9 植 木 鉢(jardiniere)11
4 水差 し(jar) 49 10 ボ ウル(bowl) 5
5 パ ネ ル(panel) 30 11 皿(plate) 1
6 花 瓶(vase) 30 12 その他 1s
表:品 目とそのデザイ ン数
図案数を示 したものが表1で ある。各品目の図案点数を見てみると,陶板 とタイルが抜 き出て
多い。それらの作例やデザイン例は 〈図①〉〈図②〉に示 した。 こうした陶による板状の装飾
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材は,そ の量産が可能になった1840年代か ら急速に需要 ・供給とも伸びをみせた製品である2°)。
ヴィク トリア時代の中でもこの頃のイギ リスは,産業 ・経済全体をみても豊かな時代を迎え,
繁栄とともに台頭 してきたロンドン,グラスゴーといった都市では,建物の建設が進み,そ の








もできるが,純粋に形態的側面か らそれ らを検討す ると,装飾面が平面であるという点で共通
している。 こうした形態は,装飾を施す上で,平面であることから,比較的自由にモチーフを
描 くことができる。特に,品 目の中で も陶板は 〈図①〉 にみられるように,それをカンヴァス
に見立てた絵画風な描 き方がその装飾表現の主流 となっている。 このように,装飾を自由に施
すことができる,平面的な形態が,こ の工房の主な製品の特徴である。
その他の品目には,花瓶や鉢等がある。〈図④〉 はそのデザイン内容を示す画帳(資 料②)
の1頁である。 ここにみられるように,こ れらは容器 としての機能 はもっているが,当 時の室
内の暖炉の周辺 に飾 られている装飾品の類である。表1の 品目には,ミ ントン社が創業以来中







ルは表1の デザイン数の上位を占め,か っ,ロ ンドン時代からス トーク時代のものまでデザイ
ンが通 しで揃 っており,美術陶器 として製造された ミントン社のデザインの全時代の内容を検
討できる唯一の資料であるか らである。従 って,こ こでは,本章の最初に示 した資料③ と,資
料①②の中からタイルに関するものを抽出 し考察する。
それに関わる資料は全部で930件ある。その中には,サ イズのみ,あ るいは,デ ザイン番号






フに したデザインの数が最 も多い。 植物 は,
19世紀を通 して新 しい装飾の源泉 として関
心が高 まり,前 述の政府のデザイン改革運
動は,デ ザイ ン学校での教育を通 して,植
物か ら観察できる造形原理を見い出 し,新













強調 していた。一方,ウ ィリアム ・モリスや彼の思想を継承 していったアーッ ・アン ド・クラ
フッ運動のデザイナーたちは,植物を主なモチーフとして 「美や豊かさ」を表現するような装
飾制作に取 り組んでいたzz)。また,植物は,作 る側に高い関心があったばか りでな く,当時の
消費者において もそれをモチーフにしたデザインを求める傾向があった。前述のように中産階
級の台頭 とともに住宅建設が進展 していたが,彼 らの関心は家をもっ ことだけではなく,それ
をいかに自分の趣味をもって装飾するかという点にもあった。そうした状況に応 じるようなか






絵筆の筆触やモチーフの写実的表現を特徴 とする自然主義的絵画風装飾 く図⑤〉,奥行 きのな
い平面化 されたモチーフの表現を特徴とする様式化装飾 〈図⑥〉,そして,輪 郭をはっきりも
たせ,モ チーフの簡略と誇張をともなった表現を特徴とする挿絵風装飾 〈図⑦〉,である。 そ
れぞれのデザイン数と全体の割合を示 したものが図表2で ある。 これにみられるように,絵画
風の装飾表現が圧倒的に多 く,全体の70%以上を占めていることか ら,そ れが美術陶器の主
要な表現 と言 うことができる。従 って,美術陶器の 「美術」という言葉は,絵画風 手描 き風
とい う意味が多分に含まれていると考えられる。
続 いて,当 時,既 に体系化されていた国や時代を起源とする様式で,装 飾の内容を分類 して
みると,東洋,古 典,ゴ シック様式等が図表3に 示 した割合で現れている。東洋 と古典様式の





























に関 しては具体的な国や文化圏(図 表4),後者にっいてはそのモチーフを調べることに した
(図表5)。東洋の中では,デ ザイン画に添え られているメモ書 きの`Japanese,'`Chinese,'
`lslamic'等の言葉に従 って分類すると日本が最も多く,続いて,中国,イ スラム文化圏の順
である。デザイン例は く図⑧〉〈図⑨〉〈図⑩〉である。その表現をデザイン原画等で検討 して










以上のように ミントン社の美術陶器 は,その主要要素である装飾において,モ チーフ,表現





水彩画や油絵のように,ア ーティス ト自身が生み出 したもののようなオ リジナリティーに富ん
だ製品なのである。」zs)っまり,軽快で,自 由,そ して,絵 画的な表現は,型 にはまらないと
いう意味で,オ リジナ リティーを強調できる表現なのである。
4-3ロ ンドン時代 とス トーク時代のデザインの比較
ミントン社において美術陶器としてデザインされたものは,これまで指摘 してきたような点
を特徴 とすることができるが,ロ ンドン時代とス トーク時代とでは,装飾のモチーフやその表
現 に差異 はみ られるのであろうか。 これまで試みた装飾の分析と同様,両 時代のデザインに関
わる資料が通 しで揃 っているタイル ・デザインにおいてそれを検討 してみると,これまで指摘
してきた全体的なデータから得 られた内容 とほぼ一致 してお り,様式や表現においても,それ
ぞれの時代 に同 じような内容を示 している。また,ス トーク時代のデザインの メモには,「ス
タジオ ・ブルー(StudioBlue)」という言葉が色の指定のところに記されていたり,「コール
マンの画題(Coleman'sSubject)」という言葉が,デ ザインのモチーフ描写の部分 に現れて
いる。前者は,ロ ンドン時代 によく使用された藍色のことを意味 し,後者 は,コールマンが製
作主任を担当していた頃に装飾のモチーフとして頻繁に用いた天使や女性像を描いた図案のこ
とを指 している。こうした記述から,ロ ンドン時代の表現が,確立したスタイルとして,ス トー
クに引き継がれていると判断できる。以上のような点から,ロ ンドン時代とストーク時代 は美







で形成され,ま た,そ の製造方式 においては,工業製品に美術家の図案を応用するという他の
美術陶器製造組織とは異なったやり方で 「美術陶器」 という製品を提案 している。そして,そ
38
れ は単 に美術家 の図案 を応用 して いるか ら 「美術」 と したのではな く,コ ールマ ンの言葉か ら
読み とれ るように,装 飾 図案 とその表現 におけるオ リジナ リティーを強調す ることによ って,
それを 「美術」陶器 と呼 んだので ある。 ミン トン社 の美術陶器製造 が開始 した頃 は,装 飾 にお
ける様 式尊重主義 的な表現 が解体 され は じめた時期で あ った。っ まり,そ れまでは,装 飾 にお
いて一っ の様式 に絶対 的な価値 を置 いた り,ま た,折 衷す る場合 において も,各 文様 の出典 が
明 らか にで きる手法が と られていたが,唯 美主義が高揚 す る70年代 を中心 に,過 去 の様 式 の
折衷で あれ,諸 外国の造形表現であれ,一 っの様式 には こだわ らず,複 数 の様式 を 自由に組 み
合わせて,多 彩 な表現効果 を生 み出 して い く傾 向に あった。そのよ うな時代 に ミン トン社 は,
東洋 のモチーフを装飾 に した軽快で 自由な表現 や,植 物,女 性,天 使等 をモチーフと した柔 ら
かな表現,そ して,自 然主義的絵画風の手描 き絵付 けによる繊細 な表現 を提示 して いる。過去
の歴史諸様式の文様 や各 国の文様 が百科事典 と して編纂 され26),多大 な装飾 のサ ンプルが流 布
して いた中で,ミ ン トン社 は型 にはま らない,繊 細で 自由な表現を とることによ ってオ リジナ
リテ ィーを強調 し,そ れによ り装飾 の 「美術」性を意味 した 「美術陶器」 を提案 したのである。
それが独 自の スタイルを求め る消費者 のニーズに答 え ることになり,美 術 陶器製造 の一現象 を
もた らしたと言え る。
ミン トン社 のロ ン ドン工房 自体 は,前 述 のよ うに火災 で崩壊 し,経 営的問題 か らも同地 での
製造 は見合 わせ,本 拠地 ス トークで美術 陶器製造 は続 けられた。 この際,数 人 のデザ イナーが,
同 じ くロン ドンに設 立 され た ドル トンの美術 陶器 工房(DoultonLambethArtPottery
Studio)や,前掲 の シンフ ソ゜ ン商会等の装 飾工房 へ移 籍 し,そ こで の活 動 を活性 化 させて い
る27)。こうした他 の製造業者 との関係 にお いて も,ミ ン トン社の美術陶器製造 は,イ ギ リスを










な効果を生み出そうとした建築家R.N.シ ョーや,日 本の芸術を主 な源泉として,簡 潔で合理的な
表現を見い出したE.W.ゴドウィンらの活動があげられる。
5)RobertWallance,Walter,Edwin,Charlesからなる4人兄弟が設立 した工房。Wallanceは形態
デザイン,Walterは成形 と焼成,Edwinは装飾,そ して,Charlesは経営管理やショー ・ルームの
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運 営 を担 当 して い た。






8)前 掲 書Jones,Mintonsには巻 末 付 録 に その リス トが掲 載 され て い る。
9)主 な 出版 物 に下 記 の よ うな もの が あ る。
NaturalHistoryPictureBoohf<)rChildren;OurGardenFriends;BritishButterflies等
10)1860年代 で全 体 の約30%で あ っ た。 陶 磁 器産 業 に お け る 女 性 の 活 動 に関 して は,CherylBuckley,
1)otters&Paintresses(Ay正esbury,1990)に詳 しい。
11)2代 目ハ ーバ ー ト ・ ミン トンは,女 性 の デ ザ イ ン校 進 学 へ の 奨学 金 制度 も実 施 して い た。
12)`Art-WorkforWomenI,'ArtJournal,Vol.XI,1872.
13)S,マク ドナル ド(中 山 修一,織 田芳 人 訳)『 美 術 教 育 の 歴 史 と哲 学』1990年,pp.177-179。
14)`Minton'sArtPotteryStudio,'ArtJournal,Vol.XI,1872.
15)アー カ イ ブ ・フ ァ イル ・ナ ンバ ー:1854～1861
16)ArtPotteryStudioPatternBook,c.1872.
17)ArtTileOriginalDesign&Photos,c.1880.
18)前掲 拙 文 「1870・80年代 イ ギ リス の タイ ル にみ る唯 美 主 義 」
19)前掲 書Jones,Mintonsの巻 末 付 録 に掲載 。
20)中世 に見 られ た よ うな イ ギ リス の タ イ ル芸 術 再 興 の 動 きが1820年代 末 か らみ られ,30年 に は 再 現 可 能
にな る。 そ して,40年 の粉 末圧 縮 法 と い う成 型 法 の 開 発 に よ り,確 実 な生 産 と量 産 が 可 能 に な る。
21)拙文 「タ イル に よ る通路 装 飾 ワ リー ・ク ロ ー ス にっ いて 」 で は,グ ラス ゴー を一 事 例 と して,住 宅 に
お け る タ イル の導 入 状況 を考 察 した。 「デ ザ イ ン理 論」33号,1994年。
22)ウィ リア ム ・モ リスは,装 飾 デ ザ イ ンにっ いて 次 の よ うに 述 べ て い る 「表 面 装 飾 と は,(中 略)現 実
再 現 の た め で もな く,事 実 を直 接 伝 え る ため の もの で もな い,そ れ は美 と豊 か さ の た め に存 在 す る も
の で あ る。」WillamMorris,SomeHintsonPatternZ)esigning,London,1899,p.1.





24)例え ば,唯 美 主 義 の 状況 を 論 じ たMarkGirouard,Sweetness&Light(Oxford,1977)では,
「日本,古 典,イ タ リア ・ル ネ サ ンス,そ して,18世紀 イ ギ リス の様 式 が 流 行 し(中 略)堅 牢 そ うで,
威 厳 の あ る もの よ り,繊 細 で 洗 練 され た もの が好 ま れ た。」 と指 摘 して い る。PP.4-5.
25)'Minton'sArtPotteryStudio,'ArtJournal,Vol.X[,Jan.1872.
26)OwenJones,TheGrammer(>fOrnment,London,1856はそ の代 表 例 で あ る。
27)例え ば,コ ー ル マ ンの後 を 継 いだ 製 作主 任 マ シ ュウ ・エ ル デ ンは前 掲 の シ ンプ ソ ン商 会 に移 籍 し,女
性 デ ザ イ ナ ー と して活 躍 したH.バ ー ロ ウ(宜annahBarlow)は ドル ト ンに移 り,彼 女 の 手 掛 け た







図④ 美術工房パ ター ン ・ブ ック,1872年頃
図⑤ アー ト ・タイル ・デザイン原画(絵 画風装飾)
図⑥ アー ト・タイル ・デザイ ン原画(様 式化装飾)
図⑦ アー ト・タイル ・デザイ ン原画(挿 絵風装飾)
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図⑧ アー ト・タイル ・デザイ ン原画
(日本風)
図⑨ アー ト・タイル ・デザイ ン原画
(中国風)
図⑩ アー ト・タイル ・デザイン原画
(イスラム風)
